






要約:NICU に長期入院していた低出生体重児の退院後の医療ニーズを把握するために、退

院後の当院受診回数、再入院回数および日数を調査した。退院後の 1ヶ月当りの受診回数

の比較においては、長期入院児 1.2 回に対し、対照群は 0.4 回であり、有意差が認められ

た。さらに、再入院回数の比較においては長期入院児 1.6 回に対し対照群は 0.6回、入院

日数の比較では長期入院児35.8日に対し対照群が4.6日と、いづれも有意差が認められた。

以上より、長期入院の未熟児に対しては退院後も小児科医が主体となった一貫管理と多方

面からの援助が必要と考えられた。 


